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関東地方は本州弧の地殻内からフィリピン海スラブ、太平洋スラブに関連した浅発および稍深発地震の活動が活発で
あり、地震発生頻度の高い「深さ」が存在する。そこで私達は、地震活動の評価に基づく地震発生予測検証実験の「関東
領域」と比較可能な予測領域で発生する地震の経度・緯度・深さを精度よく予測する三次元地震発生予測モデルを構築
することを目的として 2012年から研究を開始した。これは、Relative Intensityモデル（以下、RIモデルとする。Nanjo,
2011）[EPS, 63 (3) 261-274]を土台とし、三次元地震発生予測モデルを作成するものである。RIモデルは過去の地震活
動から将来の地震活動を予測する統計モデルなので、その予測は使用するデータ（地震カタログ）の質の影響を受ける。
そこで、Maximum curvature method (Wiemer and Wyss, 2000) [BSSA, 90 (4) 859-869]により地震カタログの品質評価を行
い、気象庁一元化地震カタログの下限マグニチュード（Mc）が 1980年以降は 2以下で時間的に安定していることを確
認した。そこで、Mcの品質が良く、かつ 2011年東北地方太平洋沖地震の直前である 1998年 1月 1日から 2011年 2月
1日の気象庁一元化地震カタログを使用してレトロスペクティブテスト（遡及的予測実験）を行い、三次元予測空間の分
解能を 0.05° x0.05° x 5kmとした。この空間分解能においてRIモデルは二次元予測空間よりも良い予測成績を示した。
次に、プロスペクティブテスト（事前予測実験）を開始した。第 1回目の予測実験は、2015年 2月 1日から 3ヶ月間（5
月 1日まで）のM 4.0以上の地震とした。学習条件は、M 2.5以上、平滑化半径は 7.5、10、20、50 kmとし、期間は以下
の 3種とした。1) 1998年 1月 1日－ 2011年 1月 1日：2011年東北地方太平洋沖地震前の気象庁一元化地震カタログの
確定値。2) 1998年 1月 1日－ 2014年 8月 1日：気象庁一元化地震カタログの確定値のみ。3) 1998年 1月 1日－ 2015
年 1月 1日：気象庁一元化地震カタログの確定値と暫定値。予測期間終了後（2015年 5月 1日以降）に『地震活動の評
価に基づく地震発生予測検証実験』（三次元地震発生予測モデル用に改良したもの）と同様の方法で評価する。本発表で
は、レトロスペクティブテストでの二次元と三次元予測空間における RIモデルの成績の比較、及びプロスペクティブテ
ストの第 1回目の予測を気象庁カタログの暫定値で検証した結果を示す。気象庁地震カタログを使用しました。記して
感謝します。なお本研究は文部科学省受託研究「都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト」の一環と
して行われています。
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